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１．アメリカン・ミソジニーとは

　「アメリカン・ミソジニー」とは内田樹の言
葉である。内田樹はその著書『映画の構造分析』
（晶文社、2003年）の中で、「アメリカの男はア
メリカの女が嫌いである。私が知る限り、男性
が女性をこれほど嫌っている性文化は地上に存
在しない。」（注１）と書き、女性を嫌うアメリカ文
化の総称として「アメリカン・ミソジニー」と
名付けている。内田は「この点については、多
くのフェミニストが私と同意見である」と述べ、
ている。彼はその論拠として『抵抗する読者』
のジュディス・フェッタリーを挙げ、彼女の文
章を引用し全面的に賛意を表明している。

　「アメリカ文学は男の文学である。古典的ア
メリカ文学と今日考えられている作品群を読む
ことは、おそらく自分達が男であると認識する
ことであろう。（中略）アメリカ文学は男の文
学なのである。わたしたちの文学は女をほうっ
ておきもしないし、かといって参加させるわけ
でもない。わたしたちの文学はその普遍性を主
張するときですら、男のことばでそれを定義す
るのだ。（中略）アメリカは女であり、アメリカ
人であることは男であることを意味する。」（注２）

　そして内田は「国内でも国外でもアメリカ文
学の始まりを示す物語として知られている」（注３）

『リップ・ヴァン・ウィンクル』（Rip van Winkle, 
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1820年ごろ）から「成熟を拒絶する男と、その
『快楽の成就を邪魔する女』という、『根本的に
アメリカ的な』説話原型」（注４）が今日にいたる
まで底流に流れていると考えるのである。しか
し内田はここでさらに考察を進め、「なぜそう
いう説話原型がとりわけアメリカに根づいたの
か」「このような特異な性文化が成り立つには
どのような歴史的事情があるのか」という問い
かけがフェミニストの中に存在しないことに疑
問を抱く。ある女嫌いの男が女性の悪口を言っ
てまわっているとしたら、どんな悪口を言って
いるかよりも、なぜ彼はそれほど女性嫌いに
なったのかを考える方が自然なのに、フェミニ
ストたちはただ声高にアメリカ文化の問題点を
糾弾するだけである。（注５）

　内田樹によれば、アメリカ人の男における女
性嫌悪は西部開拓時代にその起源をさかのぼれ
るという。「男だけの世界に女がやってきて、
男たちの世界の秩序が崩壊する……それは西部
開拓のフロンティアに頻繁に見られた風景だっ
たからである。アメリカ開拓の最前線には、当
然のことながら女性の数が少なかった。場所に
よっては数百の男に対して女性が一人というよ
うな比率の集団も存在した。（中略）女性尊重
のマナーは男女比率の圧倒的な差から説明され
る。それと同じく、女性嫌悪もこの統計的事実
から証明される」（注６）さらに内田は具体的な例
として「フロンティアの男たちのほとんどは生
涯に娼婦以外の女を知らずに死んだ。例えば、
ワイアット・アープは19世紀終わりから20世紀
にかけてを西部で過ごした。彼の時代にはすで
にフロンティアは消滅していたし、アープ兄弟
は世俗的な基準からすれば成功者であったが、
それでもアープ兄弟は三人とも娼婦を妻にする
しかなかった。」

２．フロンティアからハリウッド西部劇へ

　確かにハリウッドで制作された「西部劇」と
呼ばれるジャンルの作品にはひとつの類型が存
在する。最初の西部劇と呼ばれる「大列車強盗」
（The Great Train Robbery, 1903, 12 min.）や
本格西部劇の走りとなった「幌馬車」（The 
Covered Wagon, 1923, 98 min.）、「シェーン」
（Shane, 1953, 118 min.）から、典型的な西部劇
大作である「西部開拓史」（How the West Was 
Won, 1961, 162 min.）や繰り返し映画化された
「 シ マ ロ ン 」（Cimarron, 1931, 131 min. and 
1960, 147 min.）、そして最近の「シルバラード」
（Silverado, 1985, 133 min.）や「許されざる者」
（Unforgiven, 1992, 131 min.）に至るまで、開
拓者＝定住者＝家族VS カウボーイ（牧童）＝
遊牧民＝独身という構図は変わらずに維持され
ている。さらに定住者とカウボーイの図式は善
と悪という対照をなしている場合もあり、カウ
ボーイたちは主体的であるか否かにかかわらず
定住者との争いに巻き込まれ、そこに保安官、
騎兵隊が絡んでいくのである。西部劇では、カ
ウボーイはアメリカン・ネイティブ（俗に言う
インディアン）と並んで悪役であり消耗品とし
て扱われている。
　内田はフロンティアでは男だけでバランスが
とられ、その中で共通の優劣の価値観（強い男
と弱い男の区別を含む）が共有され秩序が保た
れている「男の世界」であったと考える。その
「フロンティアの『男たちだけの集団』に東部
から女が一人でやってきて、その希少な『生活
財』が『一人の男の占有物』となり、他のすべ
ての男がそれから『あぶれる』というは、集団
に思いがけない亀裂を産み出すことになる。『生
活財を手に入れた男』と『生活財を手に入れそ
びれた男』のあいだに、これまでの男たちの世
界の価値観では計量できない差別化が導き入れ
られる」（注７）男たちの世界における単純な価値
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の物差し、腕力、胆力、直観力、銃の腕前、背
の高さ、指導力、酒の強さ、手先の器用さなど
は、女の物差しには通用しなかった。女は「優
しさ」「正直」など当時の男から見れば理解し
がたい判断基準によって男たちを差別化し、「一
人の男をその貴重な性的リソースの独占的使用
者として指名したのである。」
　この異なったものさしによる差別化が男に
とって何を意味するか。もっとも傷つくのは「男
のプライド」であり、そしてこれは自分で解決
することのできないトラウマとなって残る傷で
ある。「『選択に漏れる』ということは、それま
での（中略）人間的価値に疑問符が付されたと
いうことを意味する。これは深い傷を開拓者た
ちに与えたはずである。このトラウマを直さな
ければ、西部開拓をドライブしているエートス
そのものが破綻する危険がある。」そして内田
はこの価値基準の崩壊が、男たちにある物語を
創り出すきっかけになったと述べる。「女は必
ず男の選択を誤って『間違った男』を選ぶ」「そ
れゆえに女は必ず不幸になる」「女のために仲
間を裏切るべきではない」「男は男同士でいる
のがいちばん幸福だ」。（注８）こうして西部開拓時
代に定着した説話原型がそのままハリウッド映
画に受け継がれ、今日に至っているというので
ある。ハリウッド初期には存在した「女性映画」
は西部劇映画の登場とともに「女性嫌悪」のス
トーリへと変化し、それが現代劇に至るあらゆ
るジャンルで普遍化し定着し支持されるように
なっていると内田は論ずる。

３．ハリウッド映画に見る女性嫌悪

　映画は1893年にエジソンによるキネトスコー
プ公開と、1895年のリュミエール兄弟のシネマ
トグラフ発明にその起源をさかのぼることがで
きる。一方、1889年の「ランドラッシュ」（Land 
Rush, Land Run）におけるオクラホマへの白

人入植により西部フロンティアは消滅した。こ
れを西部開拓時代の終焉と考えれば、まさにフ
ロンティアの消滅と映画の登場とはほぼつな
がっており、内田の説も納得できるように思え
る。いわゆる「西部開拓時代」は、南北戦争
（1861-1865年）後における1865年のカンザス州
ドッジ砦建設からランドラッシュまでの、アメ
リカ合衆国中南部の土地が公有地でありカウ
ボーイ達が活躍する期間を意味しており、その
間はわずか25年ほどである。初期の映画が製作
されたのは東部であったが、その後映画製作の
中心となったハリウッドは良く知られているよ
うにカリフォルニア州ロスアンゼルス郊外に建
設された。西部劇の舞台から見ると地理的には
かなり近づいている。ここではっきりしておか
なくてはならないのは、西部劇の舞台としての
フロンティアと「フロンティア」という言葉の
違いである。
　アメリカにおけるフロンティアという名称は、
1785年に公有地法が制定されて以降と言われて
いる。しかし当時のアメリカ大陸は全くの未開
の地であり、五大湖の南オハイオ川以北のオハ
イオ、インディアナ、イリノイ、ウィスコンシ
ンが州になった「北部法令」が1787年に制定さ
れて以降、とりわけミシシッピ川の西側の初め
ての州であるミズーリ州が1820年にできたころ
に「フロンディア」という用語がようやく定着
するようになる。そして自給自足を原則とする
フロンティアにおいては女性の仕事は非常に多
く、1844年の新聞記事によれば『アイオワの女
性の数は男性より16000人も少ない。』「女性の
しなければならない仕事が多いことが女性の発
言権を増したとすれば、女性の数の相対的に少
ないことは、彼女たちの社会的地位を高めるこ
とに一役を果たした」（注９）。その結果、女性の
参政権は西部の州から認められ、一番早いワイ
オミング州では1869年に導入されている。1920



―　　―178

年に全米の女性参政権が認められる以前に女性
参政権のあった15州のうち、実に13州までがミ
シシッピ川以西の「フロンティア」であった。
　こうしたフロンティアの力関係は「夫婦」「家
庭」を基盤としていたことに由来するものであ
る。イギリス植民地時代から独立に至るまでア
メリカはピューリタニズムを信仰する人々をそ
のルーツとし、夫婦で家を建て土地を守り勤勉
に働くことを善しとしてきた。入植者にとって
未開の土地で暮らすことは大変な労苦を伴うか
らだ。こうした男女関係が崩れるのは、メキシ
コとの戦争が終わり男たちがあぶれ始めた1845
年以降であろうと思われる。さらに女性不足の
深刻化による「男の世界」出現に大きな役割を
果たしたのが、ゴールドラッシュである。フォー
ティナイナーズと呼ばれる1849年のゴールド
ラッシュに沸くカリフォルニア州では、男性対
女性の比率は12対１と言われ、女性はある意味
では金（ゴールド）よりも貴重となった。（注10）

こうしてみると、「ハリウッド・ミソジニー」
の淵源は西部開拓時代に由来すると考えるより
も、アメリカ人の極端な拝金主義に淵源を求め
るべきであるのかもしれない。しかしいずれに
しても、「女不足」は歴史的事実である。その
結果、女不足によって生じる「もっとも重要な
アメリカ的経験は、女に裏切られること」であ
り、「その結果『女を首尾よく手に入れた男』は、
自分の設定したルールに縛られて、やがて『女
を捨てること』は自分の不可避の義務であると
感じるようになる」（注11）。アメリカにおける映
画の登場後、1910年ごろまでのニッケルオデオ
ン劇場時代において、さらには1920年代以降の
新興ハリウッド映画におけるドル箱となった西
部劇映画においても、常に観客の中心であった
のは男性である。彼らに違和感なく受け入れら
れたこうした数多くの物語の中で、女を捨て男
を選ぶエピソードは、ハリウッド映画のスタイ

ルとして完成する。
　最近の映画で、アメリカン・ミソジニーの代
表作品として内田が筆頭に取り上げるのが、『危
険な情事』（Fatal Attraction, 1987, 119 min.）
をはじめとする、マイケル・ダグラス主演の一
連の映画である。「マイケル・ダグラス映画で
は例外なく女性が悪役となり、主人公を誘惑し、
その自己実現を妨害し、彼の大切にしているも
のを破壊し、彼のプライドをずたずたに切り裂
き、そして、最後に怒りにかられた主人公によっ
て『抹殺』される」（注10）「危険な情事」はこの典
型であり、これに対するフェミニストたちの意
見は極めて妥当である。「すべてが伝統的な価
値観を強化し、一世紀にわたる女性の戦いの成
果である『自立した女性』の抹殺を正当化しよ
うとする。（中略）ここでは殺人を犯すのは実
際には女性である。もう、お分かりだろう。切
り裂き映画に共通するテーマは、『女性は、一
見すると被害者のように見えるが、じつは加害
者なのだ』というものだ。」（注13）

　こうして見ると、内田の考える「アメリカン・
ミソジニー」はハリウッド映画に普遍的な命題
であるように思える。その論拠として内田は前
出のマイケル・ダグラス主演映画の他にも『カ
サブランカ』（Casablanca, 1942, 102 min.）や『黄
色いリボン』（She Wore a Yellow Ribbon, 1949, 
103 min.）などの名作も挙げている。しかし『危
険な情事』や『氷の微笑』（Basic Instinct, 1992, 
127 min.）、「ローズ家の戦争」（The War of 
the Roses, 1989, 116 min.）、「ダイヤルM」（A 
Perfect Murder, 1998, 107 min.）は日米各国で
ヒットして興行収益的には成功したものの、決
して映画としての評価は高くない（注14）。となる
と、「アメリカン・ミソジニー」は年間千本以
上制作されるアメリカ映画の一部に過ぎず普遍
的とは言い難いのではないかという疑問もわい
てくる。そこで代表的ハリウッド映画を選び、
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そこに描かれている女性像を分類してみた。

４．ハリウッド映画の女性観の変遷

　ハリウッド映画の代表作といえば、アカデ
ミー作品賞を獲得した映画群であろう。アカデ
ミー賞は、世界的に有名な他の映画賞と大きく
異なり、評論家や審査員は選抜されずアカデ
ミー委員と呼ばれる映画人の互選によって審査
される「人気投票」である。ここで言う映画人
とは映画製作に携わる人々であり、かれらは特
定の上映会に集まって一度に審査を行うのでは
なく年間を通して映画館や試写会で見た映画の
中から、自分が一番すぐれていると考える作品
に投票するのである。対象がその年にカリフォ
ルニア州で上映された作品に限るという条件も、
ハリウッド映画という定義に相応しい。その年
の前半に上映された映画が不利になるとか、宣
伝効果が選考に影響を与えるという点では課題
もあるが、実際に公開時の他の観客の反応や世
間の評判を見られるのは大きな特徴である。こ
うしたことを考えると、アカデミー作品賞を受
賞した映画は、すなわちハリウッド映画社会の
支持を得たいわば「公認の価値」を備えた作品
と言えるだろう。もちろん作品群のなかには、
内田が「アメリカン・ミソジニー」の淵源とす
る西部開拓時代を描いたものも存在する。
　次頁の表１が第一回目（1927年）から昨年度
の第83回までのアカデミー作品賞作品のリスト
であり、その中で女性がどのように扱われてい
るかを検討したものである。「女性は正しい選
択をするか」の意味は、女性が最初に選択する
男はその後の展開の中で常に正しい選択であっ
たかを示すものである。「女性は自立している
か」は判断が難しいが、女性が社会的および精
神的に独立していて男に依存しない場合に yes
とした。「女性はハッピーエンドか」は物語の
結末にかかわらず、主役の女性が幸福だと感じ

ているかどうかを記載した。この判断は主観的
なものであり、女性が出てこない映画の場合は
すべて no となっている。こうして見てみると、
女性の選択が正しく、かつ自立した女性の場合
は、結果的に不幸になるという展開が多いこと
がわかる。女性が幸せになるのは自己の選択権
を放棄して男に完全依存したという場合がほと
んどであった。
　このようにハリウッド映画を歴史的に概観す
ると、女性嫌悪が必ずしも共通の価値観ではな
く、むしろミソジニーに代わる女性像として共
通するのは、女性と男性の「違い」である。女
性は男性のように自分で判断し男から自立しよ
うとすると不幸になるパターンが多い。ここで
以下の内田の説を思い出す。「『選ばれた男』は
『選ばれなかった男たち』の価値観に照らせば、
必ず『間違った男』でなければならない。とい
うのも、（中略）選ばれなかった男たちの方が、
選ばれた男よりも、人間的に高い価値を持って
いたからである。節度があり、欲望の実現目指
して利己的になり切れなかったために獲得レー
スで出遅れてしまったのだ。だから、そういう
ろくでもない男が、『ものにした女』を遠から
ずゴミのように棄てて、また次の女に走るであ
ろうことは火を見るよりも明らかである。（中
略）『間違った選択をした女』はその選択の誤
りについて必ず罰を受けることになる。（中略）
『間違ったところを選んだ女性の不幸』という
結末によって保障されないかぎり、『選ばれな
かった男たち』の傷はいやされないのであ
る。」（注15）

　この話のポイントは、不幸になるのが選ばれ
た男でなく、選んだ女であることである。男は
みな実は選ばれたいと思っているからであり、
選ばれなかったのは女の見る目がないからであ
り、そんな女は不幸になってしまえというわけ
だ。身勝手な男の考え方でしかないような内田
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が説くこの世界観は、実際はこの視点から映画
を見るとアカデミー作品賞作品のみならずハリ
ウッド映画に当てはまることが多い。「噂の二
人」（The Children’s Hour, 1961, 197 min.）は
身も心も自立した女性教師マーサとカレンが子
供の嘘によって追い詰められ死を選ぶ。リリア
ン・ヘルマンの原作で明確になっていた同性愛
描写が映画では大幅にカットされてはいるが、
そのメッセージは伝わる。すなわち男を選ばな
い女も不幸になるのである。女が男を不幸にす
る映画の代表作とされる「黄昏」（Carrie, 1951, 
122 min.）も、老年になって若い女性キャリー
に振り回され人生を棒に振るハ―ストウッドの
悲劇に焦点が当てられているが、結局はキャ
リーも幸福になれなかった。あらためて「男を
選ばない女、男を不幸にする女は幸福になって
はならないのだ」というハリウッド映画のメッ
セージが伝わってくる。この点を「アメリカ人
の女性嫌悪」と考えるならば、納得せざるを得
ないだろう。

５．今後のハリウッド映画と女性

　ここまでの考察を通してハリウッド映画が女
性の不幸を願うという基調は確認できた。とは
言え、25年間程度の期間でしかもアメリカ合衆
国の特定の地域でしか存在しなかった「西部開
拓」の価値観が、ハリウッド映画の根底をなす
価値観として今日まで受け継がれてきたという
内田の視点は、ターナー的（注16）「フロンティア
精神」をあまりにも強調しすぎているように思
われる。しかし「男の世界（男だけの世界への

回帰）」観点から改めて映画を見ると、この傾
向は西部劇に限らずあらゆるジャンルの映画に
存在する。例えばおとぎ話的な佳作である「ビッ
グ」（Big, 1988, 104 min.）は、大人（背が高い）
になりたいと思う中学生のジョシュアが、願い
がかなった時の不安と喜びを描いたハート
ウォーミングなTone and Manner の中に、大
人の女性との恋愛が登場する。彼女の真剣な求
愛に対してジョシュアは最終的に子供に戻るこ
とを選び、彼女を捨てることになる。最後の男
友達と遊ぶシーンは、まさに内田の言う「男同
士でいることが一番の幸せ」そのものである。
ここでは女性はまさしくあこがれの対象から破
毀の対象へと転落してしまう。この映画は女性
にとって決してハートウォームな話ではない。
　緻密であるが無邪気なタイムトラベル名作映
画「バック・ツー・ザ・フューチャー」（Back 
to the Future, 1985, 116 min.）は、主人公のマー
ティがブラウン博士の発明したタイムマシンに
乗って両親が高校生の時代にタイムスリップす
る話であるが、ここでも女性（母親）は現在の
うだつの上がらない夫との生活で過去の思い出
話ばかりする存在（誤った選択をした女）とし
て描かれている。マーティが過去の父親を勇気
づけ励ますことで両親はめでたく結ばれ、現在
に戻ってみると両親はバイタリティ溢れる夫と
それに付き添うナイスな妻に変わっている。こ
の映画で描かれる母親は主体的に行動する若い
時の性格が夫によってスポイルされてしまうと
描かれ、女は選択する男によって全てが決定さ
れる。間違った男を選んだ母親の姿から始まる

表１　歴代アカデミー作品賞映画における女性の扱われかた
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この映画を注意深く見れば、彼女が果たす役割
はバイプレーヤー以外のものではないことに気
づく。
　ベトナム反戦運動、公民権運動、女性解放運
動などカウンターカルチャーが全盛であった
1960年代末から70年代初めにかけてのニューシ
ネマにおいては、「男の世界」がさらに際立つ。
トップバッターの「俺たちに明日はない」
（Bonnie and Clyde, 1967, 112 min.）はクライ
ドがボニーと結ばれて強盗生活から二人だけの
世界に逃避しようとした時点で悲劇的結末を迎
える。「卒業」（The Graduate, 1967, 106 min.）
でも最後に逃げ出してバスに乗ってハッピー・
エンドのはずのカップルには少しも幸福感はな
い。もちろん「それはいつも『めでたし、めで
たし』で終わるハリウッド風ハッピー・エンド
への抵抗」（注17）であったとも解釈できるが、自
由と解放を求めたニューシネマですら女性をそ
のパートナーとすることはできなかったことだ
けは確かだろう。「イージー・ライダー」（Easy 
Rider, 1969, 95 min.）や「真夜中のカーボーイ」
（Midnight Cowboy, 1969, 113 min.）、から「ス
ケアクロウ」（Scarecrow, 1973, 112 min.）、「狼
たちの午後」（Dog day afternoon, 1975, 125 
min.）に至るまで、女性は主人公たちにとって
ひとつのエピソードでしかなく、彼等は男だけ
の世界でその生涯を終えるのである。
　女性がヒーローとなって唯一生き残る SF映
画として映画史に名を刻んだ「エイリアン」
（Alien, 1979, 117 min.）では、宇宙船内で他の
男性・女性乗組員がすべて怪物の犠牲となり、
最後に気丈で明晰な女性航海士リプリーだけが
怪物退治に成功する話であるが、女性一人に
なった最後のシーンの寂しさは将来の「多難」
を象徴するような静けさである。フェミニズム
映画の指標となった本作ですら、女性一人にな
ることの無意味さを暗示しているとも受け取れ

る。逆に類似の構成を持つ海洋パニックアク
ションである「ジョーズ」（Jaws, 1975, 124 
min.）では、原作では男一人だけサメに食われ
ず生き残るところを映画では二人にして楽しそ
うに泳ぐエンディングで締めくくっている。エ
イリアンでは女性二人生き残る選択肢はなかっ
たのである。仲間と一緒になれるのは男だけな
のだ。
　19世紀の初めに書かれた文学作品「リップ・
ヴァン・ウィンクル」に見られた女性観が、19
世紀末のフロンティアで発展し、ハリウッド西
部劇がそれを引き継ぎ、以降多くのハリウッド
映画の世界観の基盤として機能する「アメリカ
ン・ミソジニー」は、わずか25年で醸成された
と考えるのは難しいとしても、1920年代以降の
「男社会」において抵抗なく受け入れられていっ
たことだけは事実である。工場労働者（ブルー
カラー）が観客の多くを占めた20年代、不景気
で職を失い自信をなくした男が観客の多くを占
めた30年代、戦争で家族から離れて死地を彷徨
う40年代、パワーゲームで圧倒的な力に翻弄さ
れる50年代、冷戦で存在基盤が揺らぐ60年代、
ベトナム戦争で現実を直視できない70年代、も
のつくりが冷遇される80年代、世界情勢の変化
についていけない90年代、そしてイスラム世界
との対立に始まった2000年代、いずれにしても
アメリカ人の価値観は大きく左右に振れ続けて
いる。この間一貫して保持されてきたアメリカ
文化独特の女性観は、それがどの程度強力な潜
在イデオロギーであるかどうかは別として、ハ
リウッド映画を分析し評価する場合に非常に有
効な視点となることは間違いない。それは今後
のハリウッド映画でも変わらないのではないだ
ろう。
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